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１７ クールヒートトレンチ＆チューブ 
 
１）概 要 

 
施策の項目 NO 施策内容 実施体制 効果 コスト 課題

１ 
クールヒートトレンチ・ナイトパージ 

（東京都杉並区） 
行政 ○ ○  

①エコスクール 
２ 

戸山高等学校クールヒートトレンチ 

（東京都新宿区） 
行政 ○   

 
河川水 地下水 上水 下水再生水 雨水・中水 

水循環 
－ － － － － 

 
 
２）施策・取組、参考事例 
 

①エコスクール 

○地中熱を利用した「クールヒートトレンチ」 
１ クールヒートトレンチ・ナイトパージ（東京都杉並区） 
〈概要〉 
○「エコスクール」づくり事業で、校舎の地面下約 1.6

ｍの空間に外気を呼び込むための整備を計画してい

る。地表に比べて夏は涼しく、冬は暖かい地下の性質

を活用し、この空間で調整した空気を校内に流すシス

テム。また、校舎内にこもった熱をにがすため、夜間、

窓の一部が開いて空気の通り道をつくる「ナイトパー

ジ」も実施する。 
○この他屋上や壁面、校庭の緑化や直射日光をさけるために大きく張り出したバルコニーを

設置する。 
○試算では、「トレンチ」で約２℃涼しくなる効果が期待されている。 
〈効果（試算）〉 

この事業は、校舎の移転改築の伴い取り組む事業で、学校全体でのヒートアイランド対

策として行われ、次に示すような効果を見込んでいる。総建築費は約２７億円で、このう

ちエコ化にかかる費用は約２億５千万円となっている。 
対策事業 効 果 

クールヒートトレンチ 約２℃低下 
屋上緑化 約３℃低下 
壁面緑化 約１℃低下 
校庭芝生化 約８℃低下 

（資料：杉並区ホームページ）
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２ 戸山高等学校クールヒートトレンチ（東京都新宿区） 
〈概要〉 
○外気を校舎屋上にある二箇所の取入れ口から 

 とり込み、校舎床下のトレンチという細長い 

 濠の部分を通すことにより、地中熱との温度差 

 を利用し、夏は熱い空気を冷やし、冬は冷たい 

 空気を暖めて、全 2４教室に供給するシステム。 

 地熱の温度は、表面付近では夏は最大 6.7 度低 

 く、冬は最大 9.0 度高い空気が供給される。 

 
 
 
 
 
 
〈効果（試算）〉 

○都立戸山高校での取組 
教室に供給できる空気は、毎時間２系統で約２６，０００ｍ3 になる。 

項 目 効 果（予測） 
推定温度効果 ４～５℃ 
冷暖房費節約 年間  約２０％  ７０万円減

ＣＯ２排出削減量 年間  約５．８トン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（資料：戸山高校同窓会ホームページ）
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３）関連する制度・事業 
 

名 称 主 体 概 要 

環境を考慮した学校施設

（エコスクール）事業 

文部科学省 ○環境を考慮した学校施設の具体的な整備推進と実証

的な検討を行うため、パイロット・モデル事業を実施

し、児童の環境教育にも役立てる。 

エコスク－ル事業 杉並区 ○校舎の移転・改築事業として実施 

環境に配慮した施設整備 京都市 ○屋上緑化、ビオトープ、校庭芝生化など環境に配慮し

た学校施設整備を総合的に行うもの 

 
 

４）今後の課題 
 

○ 既設の建築物に取り入れることは非常に困難な施設であるため、公共施設では改築、新築時

の取組に限られる。民間事業者にとっては、当面のイニュシャルコストは負担になるが、長

期的な空調に関わるランニングコストの低減に効果があれば普及する可能性が高い施設であ

り、屋上緑化や敷地内緑化と組み合わせることを条件として、施設整備を支援することが必

要になると考えられる。 
 
 


